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目
加
田
さ
く
を
・
中
井
一
枝
・
堀
志
保
美
注
釈

『
小
侍
従
集
全
釈』

本
書
は
、
松
平
文
庫
本

『

小
侍
従
集』

・
同

『

小
侍
従
集
別
本』

を

底
本
と
し
、
十
五
本
に
及
ぶ
諸
伝
本
と
の
異
同
を
ふ
ま
え
て
、
全
三
一

四
首
に
全
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
解
説
に
お
い
て
は
、
諸

伝
本
系
統
に
つ
い
て
の
考
察
、
お
よ
び
、
作
者
で
あ
る
小
侍
従
の
生
涯

に
つ
い
て
、
そ
の
家
系
を
は
じ
め
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
構

成
は
以
下
の
通
り
。

解
説一

諸
本現

存
本

｢

小
侍
従
集｣

の
諸
本
に
つ
い
て
／

｢
小
侍
従
集｣

の
成
立
に
つ
い
て
／

｢

左
大
将
家
百
首｣

に
つ
い
て
／

｢

後

京
極
摂
政
百
首
歌｣

に
つ
い
て
／

｢

小
侍
従
集
別
本｣
に
つ

い
て

二

作
者

１

家
系

父
系
／
母
系
／
夫
と
そ
の
一
族
／
小
侍
従
の
子

２

小
侍
従

出
仕
・
結
婚
／
恋
愛
／
交
友
関
係
／
出
家
前
後

／
晩
年
と
後
世

全
釈

凡
例

小
侍
従
集

小
侍
従
集
別
本

松
平
本
に
な
く
書
一
・
書
二
・
丹
・
黒
・
群
に
あ
る
歌

関
係
資
料

歌
合
の
小
侍
従
歌

他
家
集
中
の
小
侍
従
歌

物
語
・
説
話
・
謡
曲
・
歌
論
書

�
小
侍
従
関
係

(

抜
粋)

�

年
表

主
な
引
用
・
参
考
文
献

初
句
索
引

(

平
成
十
七
年
十
二
月

新
典
社

Ａ
５
判

四
三
〇
頁

一
三
、六
五
〇
円)

筑
紫
国
語
学
談
話
会
編

『

筑
紫
語
学
論
叢
Ⅱ
�
日
本
語
史
と
方
言
�』

本
書
は
、
本
学
迫
野
虔
徳
教
授
の
ご
退
職
と
筑
紫
国
語
学
談
話
会
二

十
五
周
年
を
記
念
し
て
編
ま
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。｢

日
本
語
史
と
方

言｣

と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、｢

新
た
な
研
究
の
方
向
性｣

を
目
指
す
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内
容
は
、
以
下
の
通
り
。

上
代
日
本
語
母
音
調
和
覚
書

(

早
田
輝
洋)

／〝

た
ま
げ
る〞

と

〝

た
ま

ぎ
る〞

(

前
田
富
祺)

／｢

夜
の
衣
を
返
し
て
ぞ
着
る｣

の
意
味
�『

古

今
集』

五
五
四
番
歌
考
�(

山
口
佳
紀)

／
高
野
山
宝
寿
院
蔵

『

蒙
求

抄』

に
つ
い
て

(
柳
田
征
司)

／
時
刻
名
の
転
義
用
法

(

鈴
木
丹
士
郎)

／『

交
隣
須
知』

の
成
立
存
疑

(

迫
野
虔
徳)

Ⅰ

音
韻
・
表
記

萬
葉
集
に
お
け
る
非
単
独
母
音
性
の
字
余
り
の
性
格
�
Ａ
群
と
Ｂ
群
の

関
わ
り
か
ら
�(

佐
野
宏)

／
鎌
倉
時
代
擬
音
擬
態
語
と
特
殊
拍

(

江

口
泰
生)

／
四
つ
仮
名
と
前
鼻
音

(

高
山
倫
明)

／
近
松
浄
瑠
璃
に
お
け

る
ハ
行
四
段
動
詞
音
便
形
に
つ
い
て
�
時
代
物
と
世
話
物
の
言
葉
�

(

奥
村
和
子)

／
藍
庭
晋
瓶

(

晋
米)

浄
書

草
双
紙
類
の
仮
名
遣
の
実

態

�『

敵
討
余
世
波
善
津
多』

及
び

『

正
本
製

五
編

難
波
家
土

産』

�(

矢
野
準)

Ⅱ

文
法

｢(

さ)

せ
ら
る｣

(

尊
敬)

の
成
立
を
め
ぐ
つ
て

(

堀
畑
正
臣)

／
タ
リ

か
ら
テ
ア
ル
ヘ

(

山
下
和
弘)

／
ク
ダ
サ
ル
の
人
称
制
約
の
成
立
に
関

し
て

(

荻
野
千
砂
子)

／
原
因
主
語
他
動
文
の
歴
史

(

青
木
博
史)

Ⅲ

語
彙

｢

け
し
き｣

を
め
ぐ
っ
て(

二)

�
古
代
の

｢

気
色｣

の
特
色
�(

辛
島

美
絵)

／
真
福
寺
本
将
門
記
に
お
け
る

｢

合
戦

(

カ
フ
セ
ン)

ス｣

と

｢

合
戦

(

ア
ヒ
タ
タ
カ)

フ｣
(

山
本
秀
人)

／

｢

い
い
か
げ
ん｣

の
意

味
・
用
法
の
変
遷

(

前
田
桂
子)

／

｢

よ
ほ
ど｣

の
使
用
条
件
の
変
化

(

播
磨
桂
子)

／〝

返
り
討
ち〞

の
意
味
変
化
に
つ
い
て
�
《
気
づ
か
な

い
意
味
変
化
》
の
一
例
と
し
て
�(

新
野
直
哉)

／
外
来
語
成
分
の
造

語
を
め
ぐ
つ
て

(

林
慧
君)

Ⅳ

文
献

『

物
類
称
呼』

巻
二

｢

動
物｣

の
典
拠
に
つ
い
て

(

田
籠
博)

／
肥
後
近

世
文
献
に
見
る
方
言
�『

嶋
屋
日
記』

と

『

上
田
宜
珍
日
記』

�(

藤

本
憲
信)

／
江
戸
語
資
料
と
し
て
の

『

は
ま
お
き』

(

山
県
浩)

／

『

俚

言
集
覧』

『

増
補
俚
言
集
覧』

に
お
け
る

『

今
昔
物
語』

か
ら
の
引
用

に
つ
い
て

(

岡
島
昭
浩)

／
明
治
期
対
訳
辞
書

『

英
語
節
用
集』

所
載

カ
タ
カ
ナ
表
記
英
語
語
形
を
め
ぐ
つ
て

�『

薩
摩
辞
書』

と
の
比
較

対
照
調
査
報
告
�(

坂
本
浩
一)

Ⅴ

方
言

九
州
方
言
の
可
能
形
式

｢

キ
ル｣

に
つ
い
て
�
外
的
条
件
可
能
を
表
す

｢

キ
ル｣

�(

木
部
暢
子)

／
福
岡
方
言
と
朝
鮮
語
釜
山
方
言
の
疑
問
詞

疑
問
文
の
音
調

(

久
保
智
之)

／
対
馬
方
言
の
敬
語

�『

交
隣
須
知』

を
資
料
に
し
て
�(

高
橋
敬
一)

／
沖
縄
首
里
方
言
に
お
け
る
複
合
名

詞
音
調
規
則
に
つ
い
て

(
�

村
弘
文)

／
来
間
島
方
言
の
格
助
詞

(

杉

村
孝
夫)

(

平
成
十
八
年
五
月

風
間
書
房

Ａ
５
判

六
〇
四
頁

一
七
、八
五
〇
円)
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花
田
俊
典
著

『
沖
縄
は
ゴ
ジ
ラ
か

�〈

反〉

・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
／

南
島
／
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
�』

本
書
は
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
急
逝
し
た
前
九
州
大
学
大
学
院
比
較

社
会
文
化
研
究
院
教
授
・
花
田
俊
典
氏
の

｢

沖
縄｣

を
め
ぐ
る
論
考
な

ら
び
に
書
評
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

｢

第
Ⅰ
章
沖
縄
現
代
文
学
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム｣

で
は
、
一
九
九

六
年
十
二
月
に
那
覇
市
で
行
わ
れ
た

｢
沖
縄
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

で
の

発
言
と
、
沖
縄
県
出
身
の
作
家
で
あ
る
又
吉
栄
喜
、
目
取
真
俊
、
崎
山

多
美
の
作
品
評
と
に
表
出
す
る
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
偏
向
し
た

｢

沖
縄
文
学｣

認
識
へ
の
懐
疑
を
出
発
点
と
し
た
論
考
が
展
開
さ
れ
る
。

続
く

｢

第
Ⅱ
章
国
家
言
語
と
南
島
論｣

で
は
、
戦
時
下
に
沖
縄
県

学
務
部
と

｢

月
刊
民
芸｣

グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
起
き
た

｢
沖
縄
方
言
論

争｣

、
吉
本
隆
明
の
南
島
論
に
お
け
る

｢

沖
縄
方
言｣

ひ
い
て
は

｢

言

語｣

の
抱
え
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

｢

第
Ⅲ
章

〈

シ
マ〉

と

〈

ヤ
ポ
ネ
シ
ア〉

崎
山
多
美
・
大
城
立
裕
・

島
尾
敏
雄
の
時
空
へ｣

で
は
、
章
題
に
挙
げ
ら
れ
た
三
人
の
作
家
に
と
っ

て
の

〈

シ
マ〉

、
さ
ら
に
は
七
十
年
代
の

｢

ヤ
ポ
ネ
シ
ア
・
ブ
ー
ム｣

に
お
け
る
谷
川
健
一
の
功
罪
を
論
じ
、｢

第
Ⅳ
章
花
田
俊
典
が
読
む｣

で
は
書
評
と
い
う
形
で

｢

沖
縄｣

を
捉
え
て
い
る
。

遺
稿
と
な
っ
た

｢

第
Ⅴ
章
《
講
演
・
遺
稿
》
大
き
な
物
語
と
小
さ
な

物
語｣

で
は
第
Ⅰ
章
か
ら
第
Ⅲ
章
に
お
け
る
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、

｢

私
た
ち｣

と
い
う
主
語
を
使
う
こ
と
へ
の
違
和
を
表
明
し
、｢

日
本｣

に
根
付
く
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
強
固
さ
を
喚
起
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
崎
山
多
美
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ

｢

小
さ
な
物
語
を
大
き
な

声
で
叫
べ｣

が
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

(

平
成
十
八
年
五
月

Ａ
５
判

花
書
院

三
三
六
頁

二
、八
〇
〇
円)

川
平
敏
文
著

『

兼
好
法
師
の
虚
像

偽
伝
の
近
世
史』

従
来
、
兼
好
伝
に
関
す
る
研
究
の
多
く
は
、
後
代
に
付
与
さ
れ
た
兼

好
像
と
い
う
ベ
ー
ル
を
剥
ぎ
、
そ
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
そ
う
し
て
剥
ぎ
取
ら
れ
て
き
た
衣
、

す
な
わ
ち
兼
好
に
纏
わ
る
偽
記
録
、
伝
記
物
語
に
光
を
当
て
、
兼
好
観

の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。

序

章

偽
伝
以
前

二
つ
の
イ
メ
ー
ジ

第
一
章

『

園
大
暦』

偽
文
の
誕
生
伊
賀
と
兼
好

一

偽
伝
の
概
要
／
二

伊
賀
国
地
誌
と
兼
好
伝
／

三

頓
阿
・
弘
融
・
兼
好
／
四

兼
好
塚
の
発
見
／

五

増
補
の
開
始
と
流
布
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第
二
章

増
殖
す
る
偽
伝

｢

好
色
ノ
法
師｣

か
ら｢

真
し
き
隠
者｣

へ

一

二
つ
の
兼
好
像
／
二

真
し
き
隠
者
の
系
譜
／

三

増
補
の
背
景
と
意
図
／
四

伝
記
物
語
の
創
作

第
三
章

芭
蕉
と
兼
好
伝

『

更
級
紀
行』

と
晩
年
の
句

一

木
曽
路
と
兼
好
／
二

『

更
級
紀
行』

の
背
景
／

三

｢
あ
り
あ
け
も｣

吟
を
め
ぐ
っ
て
／
四

伝
芭
蕉
写

『

薗
太
暦』

第
四
章

『

園
太
暦』

偽
文
と
芭
蕉
記
念
館
本

『

薗
太
暦』

追
考

一

記
念
館
本
の
構
成
／
二

『

拾
遺
抄』

と
記
念
館
本

／
三

成
立
過
程
の
推
論
／
四

支
考
の
証
言
／
五

記

念
館
本
と

『

徒
然
の
讃』

／
六

笈
の
中
身

第
五
章

兼
好
と
南
朝

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔』

一

問
題
意
識
の
源
流
／
二

艶
書
代
筆
事
件
の
真
相

第
六
章

南
朝
忠
臣
説
の
構
造

土
肥
経
平
の
思
考
回
路

一

南
朝
正
統
論
の
歴
史
／
二

経
平
の

『
読
史
余
論』

評
／
三

烏
丸
光
胤
の
邂
逅

第
七
章

兼
好
の｢

ま
す
ら
を
ご
ゝ
ろ｣

大
国
隆
正
の
思
想
と
趣
向

一

国
学
者
た
ち
の
兼
好
評
／
二

隆
正
の
兼
好
伝
解
釈

／
三

｢

や
ま
と
ご
ゝ
ろ｣

の
言
説
／
四

徒
然
草
の
再
読

／
五

時
代
思
潮
と
し
て
の
忠
臣
説
／
六

読
本
的
な
る

思
考

終

章

偽
伝
の
終
焉

江
戸
か
ら
明
治
へ

付

論

兼
好
塚
の
文
学

常
楽
寺
蔵
・
近
世
兼
好
伝
資
料
解
題

江
戸
期
兼
好
像
に
関
す
る
論
考
を
軸
と
し
て
、
そ
の
範
疇
は
室
町
か

ら
明
治
期
に
及
び
、
兼
好
没
後
に
如
何
な
る
虚
像
が
創
造
さ
れ
て
き
た

か
通
観
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
末
に
は

｢

兼
好
塚
の
文
学｣

と
題
し
て
、
利
生
山
常
楽
寺

に
蔵
さ
れ
る
兼
好
関
連
資
料
二
四
点
の
詳
細
な
解
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、

氏
の
論
考
の
根
底
を
な
す
一
次
資
料
の
数
々
を
知
り
得
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

(

平
成
十
八
年
九
月

平
凡
社

Ｂ
６
判

三
一
六
頁

二
、八
〇
〇
円)

田
坂
憲
二
著

『

大
学
図
書
館
の
挑
戦』

著
者
は
、
日
本
古
典
文
学
を
専
門
と
す
る
著
名
な
研
究
者
で
、
普
段

は
も
っ
ぱ
ら
図
書
館
を
利
用
す
る
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
立
場
が
一
転

し
て
、
勤
務
先
の
福
岡
女
子
大
学
の
附
属
図
書
館
で
４
年
間
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
館
長
の
職
を
兼
任
し
た
。
本
書
は
、
書
誌
情
報

の
充
実
、
図
書
博
物
館
へ
の
道
、
図
書
館
ツ
ア
ー
の
実
施
、
所
蔵
資
料

展
特
集
形
式
の
試
み
、
検
索
シ
ス
テ
ム
の
改
善
提
案
な
ど
、
具
体
的
に

し
て
果
敢
な
る

｢

大
学
図
書
館
の
挑
戦｣

と
し
て
の
貴
重
な
記
録
で
あ

る
。
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｢
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ｣

は
、
人
間
の
思
考
方
法
に
近
い
連
想

検
索
機
能
を
有
し
大
量
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
図
書
を
効
率
的
に
検
索

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
を
補
う
手
段
と
し
て
、
目

次
情
報
を
網
羅
し
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
フ
リ
ー

ワ
ー
ド
検
索
を
加
え
て
３
本
立
て
に
よ
る
、
利
用
者
が
自
分
の
手
持
ち

情
報
に
応
じ
て
使
い
分
け
で
き
る
よ
う
提
案
す
る
。

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
、
田
坂
館
長
の
手
腕
は
大
学
図
書
館
の
実
践

｢

所
蔵
資
料
展
特
集
形
式
の
試
み｣

で
発
揮
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。｢

町

春
草
の
著
書
と
装
丁
本｣

｢

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
イ
＝
ル
イ
ス
で
読
む
英
米

文
学｣

｢

小
津
安
二
郎
を
め
ぐ
っ
て｣

｢
古
書
目
録
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン｣

｢

川
端
文
学
と
美
の
世
界｣

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
的
大

学
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
遙
か
に
超
え
て
、
い
か
に
魅
力
あ
る
図
書
館

づ
く
り
、
蔵
書
の
新
た
な
学
問
的
価
値
観
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
。

そ
の
志
の
高
さ
に
感
動
し
敬
意
を
表
し
た
い
。
大
学
は
学
問
を
す
る

所
。
学
問
を
始
め
よ
う
と
す
る
学
生
に
は
必
読
の
書
。

目
次
は
次
の
通
り
。

１
、
大
学
図
書
館
の
実
験

２
、
大
学
図
書
館
の
実
践

３
、『

川
端
康
成
全
集』

と
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｔ

４
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｔ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ

(

平
成
十
八
年
十
一
月

和
泉
書
院

Ｂ
６
判

二
二
五
頁

二
、五
〇
〇
円)
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